
東京大学大学院工学系研究科建築学専攻
准教授 前真之

第39回太陽光発電シンポジウム セッション２住宅⽤太陽光発電の普及策

暖かく涼しく電気代も安心な暮らしをみんなに届けるために
〜住宅屋根載せの太陽光発電の普及策を考える〜



住宅屋根載せ太陽光発電の普及策について
東京大学工学部建築学科 准教授 前

住宅屋根載せ太陽光発電の特徴
• いわゆる「メガソーラー」と「屋根載せ」は全く違う
• 設置場所を新たに用意する必要がない
• 自家消費分は電力系統を利用しないので、託送料金・賦課金・税金の負担がない「タダの電気」が使えユーザーメリット大
• 昼間沸き上げエコキュートや蓄電池により自家消費の割合拡大が容易に可能 停電時のレジリエンス強化にも

直近の経緯
• 「大規模」「訪販」に偏重した普及策 → FIT買取価格低減で「儲からない」 新築住宅への搭載率は低調なまま
• 2021年 再エネTF → 脱炭素あり方検討会 → 第６次エネルギー基本計画
• 「2030年 新築⼾建の６割に太陽光設置」「2050年 導入が合理的な建物への太陽光設置が一般的に」
• 2022年 東京都・川崎市で設置義務化に向けた政策が進捗 一方で懐疑的な意見もネットを中心的に根強い

普及における課題と解決策の模索
• 最新の事実に基づかない情報の氾濫・放置 → 屋根載せのメリット・最新情報の収集・公開が重要

• ほとんどの懸念は合理的に解消可能 残る課題は「部材の輸入依存」 「ウイグル問題」
• 初期コストを負担する住宅施主への情報提示が不足 → 販売業者以外の中立的な算出ツールが必要

• 導入ポテンシャル・普及の目標・ 普及進捗がクリアに示されていない → 統一的な情報提示が必要
• 既築住宅への後載せは大事だが耐震性能の確保などが必要 やはり新築に大容量を目一杯のせる必要

• 普及にともなう課題の抽出と改善を行う主体が不明 → 責任省庁は国交省？ 経産省？
• なにより、「太陽光をビジネスにしている人たち」の主体的な努力が不可欠

屋根載せに限らず太陽光発電の普及は、「再エネの普及を主たるビジネスとする人たち」の努力次第と考えます
先進的な自治体やメディア・団体と連携した「主体的な取り組み」を期待します



国の役所のせい？

地方自治体のせい？

太陽光をビジネスにしている人たちのせい？

市⺠団体のせい？

なぜ住宅の
屋根載せ太陽光は
普及しないのか？



いよいよ電気代が
急上昇

建材や人件費も
高騰
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１世帯電気代（東京電力 太陽光なし351kWh・太陽光あり218kWh）

2021年01月
8,734円/月

太陽光なし
買電351kWh/月 2022年12月

14,913円/月

東京電力資料を基に筆者作成

１年半の間に
6,055円 68%上昇！

東京電力 スタンダードS
１か月の消費電力量351kWh想定

燃料費調整額の上限が設けられているメニューもあるが
上限撤廃が相次いでいるので注意！





輸入燃料高騰で
電気代急上昇

寒い日は
暖房をガマン

ママ
寒いんだけど

暖房つけていい？

今月は暖房代
払えないから

我慢してちょうだい

どうしてこうなってしまったのか？

輸入燃料の高騰で
電気・ガス代も急上昇

去年の１月から３割アップ 寒さは不快なだけでなく
ヒートショックで命も奪う！

暑い日は
冷房をガマン

電気がヤバいです
国⺠のみなさん

節電をお願いします

冷房を無理に
ガマンすると

熱中症の危険！



日本の伝統を
守るのじゃ！
断熱気密とか

太陽光は
必要ないのじゃ！

寒さ・暑さに
耐えるのじゃ！

これからいつまでも
高くなり続ける

電気代をはらうのじゃ！
もっと苦しむのじゃ！



建築業者 メディア

みんなが電気代に困っているのは
住宅に関わる人たちが
サボり抜いてきたから

所管行政庁 業者・協会



輸入燃料高騰で
電気代急上昇

寒い日は
暖房をガマン

ママ
寒いんだけど

暖房つけていい？

今月は暖房代
払えないから

我慢してちょうだい

住宅の省エネ・再エネで防ぐことができた人災！

輸入燃料の高騰で
電気・ガス代も急上昇

去年の１月から３割アップ 寒さは不快なだけでなく
ヒートショックで命も奪う！

暑い日は
冷房をガマン

電気がヤバいです
国⺠のみなさん

節電をお願いします

冷房を無理に
ガマンすると

熱中症の危険！



電気代を間違いなく安くできる確立された技術は３つだけ！
熱と空気の勝手な出入りを減らす

断熱・気密
少ない電気で熱・光をまかなう

高効率設備
住宅で唯一現実的な再エネ

太陽光発電

普及のはじめには
ヘイトで

大変な苦労を経験

苦労を重ね
技術を磨いた
「いぶし銀」

かつては
省エネの要

効率向上頭打ち
暖冷房は

建物性能との
マッチングが重要に

電気そのものを作る
最強の「飛び道具」
でもなぜか嫌われる

蓄電池との
組み合わせは最強
電気代ゼロ実現！

外皮強化で暖冷房負荷削減 ＋ 暖冷房設備最適化 ＋ 太陽光発電



オイルショックから５０年 確実に効果が実証されている技術は３つだけ
熱と空気の勝手な出入りを減らす

断熱・気密
少ない電気で暖冷房・給湯

高効率設備
家の屋根で炭素ゼロの電気・熱
太陽エネルギー活用

2010年以降
新機種登場や効率向上が打ち止め

断熱の適合義務化を怠ったツケで
等級４の住宅ストックは１３％

FIT開始直後はバブルになるも
現在は大停滞 アンチが跋扈

いずれも今の日本では絶賛停滞中・・・



新築でも断熱が義務でないので
寒くて暖房にエネルギーを大量に消費する

低断熱な家が多い

新築でも省エネが義務でないので
暖冷房・給湯・照明などにエネルギーが

たくさん必要な増エネ住宅が多い

「冬寒く夏暑い」「電気代が高い」のは住宅の断熱・省エネ性能が足りないから！

日本未だに断熱・省エネの基準の適合義務化がされていない！

2020年 2025年
省エネ基準
適合義務化
のはずが

無期延期に

省エネ基準
適合義務化

1980年 1999年
断熱等級４はじめての

断熱基準
断熱等級２ ずっと任意基準のまま！

最低限の断熱・省エネさえ
備えていない住宅が

普通に建てられている
もちろん太陽光も載ってない！

断熱・１次エネ
等級４が

ようやく義務化！

14

1992年
断熱等級３



ESG投資 世界経済の
分断

デカップリング

世界のお金の流れが大きく変わっている



地球と人に悪いことは高くつく 地球と人に良いことは安くつく



グリーンGXで恩恵を受けるのは誰か？
150兆円で潤うのは誰？

国債20兆円 損するのは誰？



住宅なんてチマチマ直すより
デッカイ発電所１発ボンと建てる方が

手っ取り早いってもんよ！



電気代補助のバラマキは省エネ・再エネを遅らせるリスク大！
住宅の省エネも

今まで通り
サボり抜くもんね

太陽光なんて
もってのほか〜

電気代下がれば
省エネも再エネも

やんなくていいじゃん
サボっちゃお〜

電気代の補助は
膨大な金額に

次世代のツケに
なるばかりで

何も残らない！

財政規範の崩壊は
ハイパーインフレに

つながり
円安の加速も？

電気代と寒さに困っている人に効果が長持ちする対策を！
簡易で効果的な断熱
内窓は特におすすめ

高効率機器の
買い替え補助

太陽光の
設置補助



20https://www.mlit.go.jp/report/press/house04_hh_001119.html?fbclid=IwAR3Xd9oBfJ4uIRbG52A2DXUMilyV6rQiGiNYoEFnPE6tBQrZq02k1PTkuys



「一発ボン」の昭和的政策は
一部の大企業だけがうるおい
国⺠全体に恩恵が届かない

住宅の地道な改良は
国⺠みんなに恩恵が届く

地域の仕事も増える



電気代がただいま急上昇
確実に電気代を安くする方法は？



電気代を間違いなく安くできる確立された技術は３つだけ！
熱と空気の勝手な出入りを減らす

断熱・気密
少ない電気で熱・光をまかなう

高効率設備
住宅で唯一現実的な再エネ

太陽光発電

普及のはじめには
ヘイトで

大変な苦労を経験

苦労を重ね
技術を磨いた
「いぶし銀」

かつては
省エネのエース 普及一巡

新ネタの枯渇で
先細り

電気そのものを作る
最強の「飛び道具」
でもなぜか嫌われる

蓄電池との
組み合わせは最強
電気代ゼロ実現！

その中でも一番強力なのが太陽光発電
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１世帯電気代（太陽光なし351kWh・太陽光あり218kWh）

2021年01月
8,734円/月

太陽光なし
買電351kWh/月 2022年10月

14,139円/月

太陽光あり

太陽光発電 容量4kW
発電333kWh/月

東京電力 スタンダードS
１か月の消費電力量351kWh想定

東京電力資料を基に筆者作成

2022年10月
5,257円/月

太陽光を載せていると
月々９千円オトク！





ネット・ゼロ・エネルギー・ハウス実証事業調査発表会2021







買取価格は下がっているが
導入コストも下がっているので

太陽光は十分にペイする！
発電の自家消費を増やすとさらにお得！



電気代を間違いなく安くできる確立された技術は３つだけ！
熱と空気の勝手な出入りを減らす

断熱・気密
少ない電気で熱・光をまかなう

高効率設備
住宅で唯一現実的な再エネ

太陽光発電

普及のはじめには
ヘイトで

大変な苦労を経験

苦労を重ね
技術を磨いた
「いぶし銀」

かつては
省エネのエース 普及一巡

新ネタの枯渇で
先細り

電気そのものを作る
最強の「飛び道具」
でもなぜか嫌われる

蓄電池との
組み合わせは最強
電気代ゼロ実現！

もっとも強力な太陽光を活かさないのはもったいない！



1970年代 1980年代 1990年代 2000年代 2010年代 2020年代

日本の家電メーカー
世界市場で惨敗

効率頭打ち
新ネタ枯渇

急速に普及した
クーラー

エアコンの
高効率化が進む

白物や情報家電
日本メーカーの

省エネは世界一に

2001年世界初の
ヒートポンプ給湯機
エコキュート誕生

家電・設備の
「⻩金期」

LED照明の
実用化には

日本の貢献大

断熱すると
家が腐るぞ〜

日本の家に
断熱気密なんて
とんでもない！

1999年の
断熱等級４以降は

ほったらかし

日本の省エネは
1970年代の

オイルショックから！

まじめに住む人のことを考える
作り手の努力のおかげで

断熱・気密は「いぶし銀」に

断熱の技術は
寒冷な

北海道から！

サンシャイン計画などで
太陽熱・太陽光の

研究が始まる

日本の太陽光発電
世界のトップランナーに

最強の「飛び道具」として
普及を目指すも・・ 日本企業

世界市場で惨敗

原発事故以降に
固定価格買取制度FIT導入も

太陽光バルブ崩壊
アンチがあふれる国に転落

へっオレは
納得してない

けどな〜



「太陽光発電はケシカラン」
嫌いな人がやたら多いのは

なぜなのか？



太陽光ハンタイ〜
〇〇はバカ〜

気づいた俺スゲ〜
専門家ハイ論破〜

再生数爆増〜

我々の化石ビジネスを
ボラで熱心に応援していただいて

全くありがたいこった
どれ、応援コメでも書いといてやるか

化石産業は日本の宝！
外国に騙されるな！

世界に誇る日本の技術を絶対に守ります！
産業界のためにはお安い電気も準備します！

どんな作り手も
一人も取り残さないことが
政治家として一番大事だと

思いま〜す！
断熱とか太陽光とかって
なんかムカつきま〜す

世界から相手にされず融資されないので
グリーン・トランスフォーメーション

GXの名目で国債を２０兆円発行！

家を作る住宅産業を全力で守りま〜す

今まで通りなんの工夫をしなくても
家を建てる仕事ができて全くありがたいこった

住んだ後に施主がいくら電気代払うって？
オレの知ったことかよ！

いざとなったら寒いのを我慢すりゃいいだろ！

世界の流れに背を向けて
石炭火力など化石産業に邁進

全く実用化されていない
ぶっ飛びイノベーションに全力投球！

ジャパンオリジナルの
ワケ分からない化石技術には
投資なんてできませ〜ん

世界から相手にされなくったって
日本の政治家と官僚だませばチョロいものよ

技術開発に失敗したらどうするかって？
オレたちさえ楽しければいいんだよ！
イザとなれば原発の時と同じように

家庭用の電気託送料金にぶち込んじまえばOKさ！

日本を牛耳る化石ファミリーを信じて、断熱も高効率設備も太陽光発電もなし
彼らの都合に振り回されるノーガードの家を建てますか？



メガソーラーと屋根載せ太陽光
全く別物として考えましょう！



太陽光「2030年に新築⼾建６割」の目標に向けた具体的施策は乏しい
まずは「メガソーラー」と「屋根載せ」で全然違うことをしっかり確認

遠隔地の再エネ（オフサイト）
メガソーラー関係では色々とトラブル発生

新規にメガソーラー等を設置できる場所が少ない
発電と需要が離れているために系統に負担がかかる

系統利用の託送コストがかかるため再エネ利用が割高に

屋根載せ太陽光＋自家消費促進は今後の再エネの柱 今すぐできるのが大きな魅力
初期コストは１０年少しでペイするし、住む人が電気代を心配しなくてすむのが最高！

屋根載せ太陽光（オンサイト）
住宅の屋根はまだまだ余っている（太陽光の普及は１割未満）
太陽光の発電をすぐに自家消費でき、系統への負担が少ない

自家消費分は系統託送コストがかからず再エネを安く利用できる
蓄電池やEV・HP給湯機の昼間沸上などの技術革新により

自家消費率のさらなる向上につながり
再エネの普及を後押しできる



太陽光発電協会による意見表明 −地域との共生・共創に基づく太陽光発電の健全な普及を目指して−
2022/08/29



出展：自然エネルギー財団 東京都が提案する「住宅メーカーへの太陽光発電の設置義務化」を考える インフォパック
https://www.renewable-ei.org/pdfdownload/activities/REI_RooftopSolar.pdf



系統を利用すれば
高額な託送料金が

一律でかかる

屋根載せ太陽光
自家消費なら
託送料金ゼロ
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①メガソーラー（オフサイト） 屋根載せ太陽光（オンサイト）
以前は売電単価が高かったので

太陽光を目一杯のせて
売電収入を増やす方が有利だった

20年間にわたり
割高な固定価格で

売却可能

発電を全て
系統に売電

余剰分を
系統に売電

太陽光を載せていない家が
再エネ賦課金を多く払うハメに

再エネ賦課金の値上がりの主因は
メガソーラーなどの大規模太陽光！

②売電狙いの屋根載せ ③自家消費優先の屋根載せ
売電単価が下がったので

売電を狙わずにほとほどの太陽光で
自家消費メインとした方が有利に

かつての太陽光の普及政策が
格差拡大にもつながっていた！

割高な売電単価の原資は
ユーザーから徴収する

「再エネ賦課金」

自家消費優先の屋根載せ太陽光は
他人に負担を押し付けない！
電力系統への依存を減らせて
非常時の電源としても有効！

蓄電池やEV
昼間沸上給湯機など

自家消費促進アイテムが
続々登場！

金儲けなら俺たちに
まかせときな！

権利だけ確保して
設置をできるだけ

先延ばして
ボロ儲けする

超絶テクもあるぜ！

電気は高く売れるし
別にZEHの補助金もつくし

ワシら金持ちが
あったかく電気代安く
暮らせて最高じゃ！

売電して大儲け → なるべく自分で使う自家消費中心へ



太陽光発電が
ない場合

太陽光発電が
ある場合

売電収入を
考慮した場合

電気代
12,237円/月

(351kWh/月)

電気の購入
（買電）

約32.3円/kWh

電気代
7,440円/月
(281kWh/月)

自家消費
4,797円/月

売電収入
3,400円/月

17円/kWh

売電 ：自家消費
６ :     ４

200kWh:133kWh
4,040円/月

容量4kWの太陽光発電を
載せれば月々8,197円

年間では9.8万円お得！

毎月の電気代相当額
太陽エネルギーで

電気そのものを作る
太陽光は強力！

太陽光4kWの設置費用 約100万円÷9.8万円≒10年で償却
東京都なら最大36万円の補助が出るので
(100万円-36万円)÷9.8万円≒6.5年 ６年少しで元が取れて後はずっとトク！
蓄電池導入にも補助金最大60万円が出るので、一緒に導入すると最強！

太陽光発電量
333kWh/月

蓄電池導入なら
自家消費をふやせ
さらにお得に！



昼間の太陽光の電気でお湯を沸かす「おひさまエコキュート」の登場



太陽光発電

照明 家電

蓄電池

断熱
＋

太陽熱

１年中必要（特に夜）

太陽光の電気を
昼間に貯めて
夜に放電する

暖房
冬だけ大量に必要（特に夜）

開口部からの日射熱取得

蓄熱体 昼に吸熱
夜に放熱

エコキュート
昼間に沸上
お湯を貯める

給湯
１年中必要（特に夜） 夏だけ必要（特に昼）

エアコン

冷房

太陽エネルギー ＋ 蓄熱体によるエネルギー自立住宅の実現



建築業者 メディア所管行政庁 業者・協会

カーボンニュートラル？
なにそれ食べられるの？

おいしいの？



2021年の１月まで
住宅の省エネ

義務化のギの字もなかった



21/06/03
あり方検討会

4回目
あり方・進め方

（素案）

21/08/10
あり方検討会

第６回
あり方・進め方

（最終案）

21/07/20
あり方検討会

第５回
あり方・進め方

（案）

21/06/28
再エネTF
第11回

21/02/24
再エネTF

第5回

21/07/27
再エネTF
第13回目

日本の家は寒い！
省エネも再エネも

全然ダメだ！
2050年から

バックキャスト！

2030年目標
太陽光抜きの

平均ZEH

バックキャストが
全然できていない！

もう一度やり直しだ！

2030年目標
太陽光抜きの

平均ZEHのまま

言葉遊びを
やっている場合か？

ちゃんと責任を持て！

ああ、もう仕方ない・・・
国交省さん

そろそろ潮時では？
断熱も省エネも太陽光も

しっかり責任とってくださいね

2021年のはじめに住宅省エネの話は「１ミリもなかった」 いろいろ揉めて流れが変わった？



https://www.youtube.com/watch?v=3tsyOZo0upk&t=5s
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建物の断熱性能

断熱等級２ 断熱等級３ 断熱等級４ HEAT20 G1
断熱等級５？

HEAT20 G2
断熱等級６？

旧基準
(1980)

新基準
(1992)

次世代基準
(1999)

建築物省エネ法
１次エネ等級４

断熱のみ規定・設備効率不問・任意

省エネ性能

１次エネ基準値

1999年制定の断熱等級４に
2012(？)年頃の標準設備を設置した場合の

１次エネルギー消費量が「基準値」

当該建物の「設計値」が基準値を下回れば
一次エネルギー消費量等級４

断熱のみの任意基準 → 断熱＆１次エネ規制の「省エネ基準」に移行

H21事業主基準で１次エネ規制が導入
H24低炭素基準・H25省エネ基準→2016年建築物省エネ法

建築物省エネ法の求める
断熱等級４と一次エネ等級４の両方を

満たしていれば「省エネ基準適合」

国交省主管の１次エネ計算WEBプログラムで
エネルギー消費量の

「基準値」と「設計値」を計算する！

再エネTF21/02/24
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省エネ性能

１次エネ基準値

基準値から15%減

基準値から20%減

基準値から10%減

約半数分の
中小生産者は
トップランナー

対象外

大手生産者のみ
トップランナー制度

１次エネ10%減

省エネ基準
届出義務

半数の
中小は
対象外

大手生産者のみ
トップランナー
１次エネ20%減

ZEH率
25%

大手のみ
トップランナー
１次エネ15%減

省エネ基準
説明義務

家を買う時に省エネまで頭が回らないのは当然！
現状の穴だらけの規制を放置して

施主の「自己責任」に押し付けていいのか？
通年で差し引き

ゼロエネ

オールシーズン
ゼロエネ

住宅種類（年間新築数）
注文戸建（約28万戸） 分譲戸建

（約15万戸）
分譲共同
（約12万戸）

賃貸(約40万戸)

断熱や太陽光発電は新築時こそ安い！ 高いレベルの省エネ適合義務化で国民を守ろう！

施主が
了解

すれば
不適OK

適合
義務
なし

不適
OK

「施主は省エネを希望しない」 が正しいなら、なおさら適合義務化が必要！ 再エネTF21/02/24



なんだ～
またお役所が
商売の邪魔

しようってか～

2020年から
省エネ基準

適合義務化ですよ
皆さん準備を

してくださいね～

よし
国交省を信じて
省エネ住宅に
取り組むぞ！

省エネなんて
くだらねえ理由で

俺たちに家を
建てさせねえつもりかよ！

耐震偽装の時の
官製不況を

もう一回やる気か！

適合義務化で
ご面倒をおかけするなんて

とんでもございません
説明義務化で

平にご容赦を・・・

省エネ基準の適合義務化は本来2020年だったのが無期限延期

へっザマみろ
下らねえことを
言い出すから

いけねえんだよ

あれ 省エネ適合義務化は結局しないの？
国交省を信じて努力していたのに

梯子はずされちゃったよ・・・

国交省には「準備不足で見送り」の前科 法案提出見送りで業界は「どうせまた」

50再エネTF21/02/24



51家造りにふさわしいのは「ピンの作り手」と「キリの作り手」のどちらか？

地域密着でがんばっている勉強熱心な「ピンの作り手」が家造りを担うべき！

ピンの作り手
設計や施工の最新技術を常に勉強

全棟ゼロエネ・耐震等級３が当たり前
高性能をリーズナブルに全ての人へ！

キリの作り手
新しいことを驚くほど勉強しない

省エネ・耐震 なんのこと？
低性能住宅をひたすらダンピング

省エネ？断熱？
施主が求めませんよ

（おれも計算できないし）

昔ながらの家造りが
一番いいに決まってんだよ！

（新しいやり方知らないし）

再エネTF21/02/24
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建築家 伊礼智氏
「性能を向上させることが日本建築を進化させる」

建築家 堀部安嗣
「性能と意匠は切り離されるべくもないことは明白」

日本の木造住宅の伝統に省エネや断熱は合わないのか？

意匠バリバリの建築家も「性能」と「伝統・意匠」は当然両立できると断言！

日本の伝統に
断熱・気密なんてなかったぞ

木は高断熱・高気密の実現に
最適な理想の建材！

木造の本当の良さを活かせる
設計者・施工者が全国に！

再エネTF21/02/24



不健康・不快な人生
せっかく建てた家を
次世代に残せない

増エネ・増CO2

キリの作り手の皆様の
お邪魔はしません

どうぞお好きなように・・・

国交省も分かってんな
骨抜き規制のおかげで

勉強いらずだわ！

今まで通り
テキトーな家造りを

続けてやるぞ！

＝国民と地球に冷たい無責任な建築行政

十分な性能を確保できない
あなたたちは退場！

家を建てる資格ないよ！

住宅供給者に厳しい
高レベル・期限厳守のスパルタ建築行政

＝国民と地球にやさしい責任をとる建築行政

〇〇年までに必ず
目標レベルを達成してください！

みんなのためにがんばりましょう！

設計を改善！ 施工も改善！

建築行政 ２つのチョイス 迷う必要がどこにある？

健康・快適な人生
次世代に残せる

住宅ストック
省エネ・省CO2

53

不勉強だったから
当然だよな・・・

努力しない住宅供給者にやさしい
低レベル・期限なしのぬるま湯建築行政

地域の優秀な作り手を応援する政策への転換が、真の省エネと地域活性化への唯一の道！

再エネTF21/02/24



現状

なりゆきの
未来

フォワードキャスティング
直近でできる手法を積み上げる

望ましい
未来

居住格差の拡大

再エネ中心社会
日本の脱炭素化

国民みんなが
健康快適生活

深刻な地球温暖化

望ましい未来に
行くための

最後のチャンス

54

断熱の大失敗を
省エネでも繰り返すのか？

フォワードキャスティングからバックキャスティングへの政策転換を 再エネTF21/02/24



望ましい
2050年

再エネ中心社会
日本の脱炭素化

HEAT20 G1を断熱等級５ G2を断熱等級６に定め、無暖房住宅の普及を加速

戸建新築でZEH義務化
断熱等級６適合義務化

国民みんなが
健康快適

石炭火力依存

不健康不快
光熱費負担大

省エネ基準
即時適合義務化

2040

2045

2030

2025

現状

住宅ストックのZEH率25%

住宅ストックのZEH率50%

住宅ストックのZEH率75%

エアコン・給湯機の
LEDの高効率化は十分

普及・更新が課題

既築や共同住宅への
太陽光設置を

推進

太陽光発電高効率設備断熱

断熱等級４
即時適合義務化

断熱等級５
早期適合義務化

断熱等級６
適合義務化

１次エネ削減率新築目標引上げ
省エネ性能表示義務化
断熱等級５適合義務化

2035

55

住宅ストックの
100%がエネルギー自立！

再エネTF21/02/24
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この内容は全国で住まい手と地域のため、真面目に家づくりをしている人たちから
教えていただいたことをまとめたものです。

日本には素晴らしい作り手がたくさんいて、良いアイデアもいっぱいあります。
その人たちが家造りの主役になれば、健康快適な暮らしと脱炭素化が両方実現できます。

いただいた意見やバックデータの詳細は、後日公開される資料編をご覧ください。

再エネTF21/02/24



国交省に住宅行政をまかせていいのか！？
バックキャスティングでちゃんと計画しろ！

経産省もなんちゃってトップランナーを何とかしろ！
ウチら経産省はとんだ

トバッチリですわ
まあエアコンのトップランナー

10年以上ほったらかし
窓は目標アンダーだけど

えっウチは
構造偽装事件の後

作り手最優先の住宅行政を
粛々とやってただけなんですけど

2021/02/24 再エネTF第５回



新築でも断熱が義務でないので
寒くて暖房にエネルギーを大量に消費する

低断熱な家が多い

新築でも省エネが義務でないので
暖冷房・給湯・照明などにエネルギーが

たくさん必要な増エネ住宅が多い

「冬寒く夏暑い」「電気代が高い」のは住宅の断熱・省エネ性能が足りないから！

日本未だに断熱・省エネの基準の適合義務化がされていない！

2020年 2025年
省エネ基準
適合義務化
のはずが

無期延期に

省エネ基準
適合義務化

1980年 1999年
断熱等級４はじめての

断熱基準
断熱等級２ ずっと任意基準のまま！

最低限の断熱・省エネさえ
備えていない住宅が

普通に建てられている
見送りの根拠は

妥当だったのか？

58

1992年
断熱等級３



2015年計画（第一次答申）
省エネ基準の適合義務化を前提

太陽光発電は含まず
高効率設備の重複は除外(11%)

2019年計画（第二次答申）
適合義務化を見送る代わりに

2030年ZEHストック313万⼾と想定（未公表）
このZEHは明らかに太陽光の創エネを含む

高効率設備とのダブルカウント発生

かつてのNDC26%目標における省エネ計画
業務部門（建築）家庭部門（住宅）

積み増しほぼゼロ
誰がどのような根拠で計算したのか

公表されていない

現在のNDC46%目標における省エネ計画

2021/05/21 第34回 総合資源エネルギー調査会 省エネ
ルギー・新エネルギー分科会 省エネルギー小委員会

2019年の計画変更において適合義務化を見送り、太陽光込の『 ZEH 』が急拡大するという極端に楽観的な想定

再エネTF21/06/27



https://www.nri.com/-/media/Corporate/jp/Files/PDF/news/newsrelease/cc/2021/210608_1.pdf

ZEHの普及が2021年以降急拡大すると仮定しても、2030年のZEHストックは159万⼾と目標の半分にとどまる見通し

新築着工数が
急速に減少見込み

今後の急速なZEH普及を
見込んだとしても
新築減少で頭打ち

ZEH急速拡大でも
2030年のストックは

目標の半分

再エネTF21/06/27



今泉太爾様：2050年カーボンニュートラルへの住宅政策の迷走 https://wellnesthome.jp/8265/
再エネTF21/06/27



国交省
住宅政策の手段はいっぱい
持ってるけど、やる気は？

2019年の計画変更で
太陽光込『 ZEH 』ストック313万⼾

の超楽観的な見込みで
省エネ適合義務化を見送るも
どこにも公表せず秘密のまま

今はZEHの「太陽光抜き」を目論む

経産省
省エネ・再エネの手柄を

独り占めしようとする嫌われ者
太陽光推進派と見せかけて

実は住宅にはユルユル目標を設定
新エネ課はメガソーラーとかに忙しくて
建物の屋根とかはどうでもいいらしい
省エネ課は太陽光込の『 ZEH 』推進も

素案の再エネ部分には記述なし

環境省
カッコいいことは言うけれど

知識と実力が伴わない
政策立案や省エネ試算でも

蚊帳の外
しかたなく地域脱炭素に励む

建物への太陽光搭載は「３省の谷間」にはまって、誰も推進していない？

建築への太陽光搭載は直近で普及可能な数少ない再エネ
なのに誰も推進役を担っていない状況

省庁間の役割分担を明確にすることが普及の後押しに不可欠

再エネTF
21/06/27



今泉太爾様分析：https://wellnesthome.jp/8938/2015/07/16 総合資源エネルギー調査会 基本政策分科会
⻑期エネルギー需給見通し小委員会（第11回） 資料３

経産省は住宅への太陽光の導入見込みをなぜ極めて低く見積もったのか？ なぜ普及に消極的なのか？

2030年導入見込みの900万kWは
2016年09月に達成！

2015年発表の⻑期エネ需給見通しにおける住宅の太陽光の想定は、１年で実現してしまうほどの低い見込み量だった

再エネTF
21/06/27



国交省に住宅行政をまかせていいのか！？
バックキャスティングでちゃんと計画しろ！

経産省もなんちゃってトップランナーを何とかしろ！
ウチら経産省はとんだ

トバッチリですわ
まあエアコンのトップランナー

10年以上ほったらかし
窓は目標アンダーだけど

えっウチは
構造偽装事件の後

作り手最優先の住宅行政を
粛々とやってただけなんですけど

よし
一見スゴそうな

ゼロエネルギー住宅
ZEHを骨抜きにしてから

バズワードにして
ごまかそう！

2021/02/24 再エネTF第５回



ほお「2030年新築平均でZEH」か
なんかすごそうな目標！

あの国交省も意外とがんばったね！
しめしめ

うまく騙せたぞ



省エネ20%だけZEH
太陽光抜き

玉ねぎだけ牛丼
牛肉抜き

エッ
これZEHって

言っていいの？
いやよくないだろ

これ牛丼って売ったら
タダの詐欺だよ！

いいんです
いいってことに
したんですから

エッ
これ牛丼って

言っていいの？

−

省エネ（基準値から）２０％はエコキュート＋LED照明だけで実現できる「今時当たり前」のレベル
そもそも基準値の「2012年の標準設備」は、従来型ガス給湯機＋白熱灯あり照明という低レベル

太陽光は完全無視 ZEHの断熱（等級５）も必須なのか不明確

2021/07/20あり方検討会 国交省らはスゴそうだけど中身なしの「平均でZEH」で逃げ切りを図る



太陽光なんて絶対やりませんよ
エネ庁さん環境省さんよろしく

建築関係は国交省さんに
がんばってもらわないと

国交省も経産省も全然
話を聞いてくれないんだよね・・・

太陽光はみんなの責任で
みんなでがんばります



みんなで責任＝みんな無責任だろ！



ここが正念場だ
今こそサボり抜くぞ！



太陽光発電による創エネ部分については、むしろ大幅な後退ではないかとみられる部分が多く、設置義務化に
ついてはゼロ解答で、大いに失望した。少なくとも⻑期的には義務化を目指すべきではないか。
2030年46%の排出削減目標に向けて、あらゆる政策分野で再エネ増やす取組みを加速することが求められてい
るが、この取りまとめは十分応えられていない。平均ZEHの中身が、省エネ20%のみであり、太陽光による創エ
ネは目標から外されたことが明らかになった。これでよいのでしょうか。

カーボンニュートラルへの世界に対する約束のハードルはとても高いもので、ちょっとやそっとのことをやっ
ただけではとても無理だぐらいの目標です。検討会の素案では、全体的な書き込みが、その周りとレベル感が
ちょっと違う印象。普通のできるペースでやろうとしているんだな、という風にしか理解できません。

消費者が住宅という大きな買い物をする時に、省エネや創エネは当然知らされるべき情報。知らされないこと
で消費者は不利益を被ります。省エネ性能について業者の説明と表示の義務化を一刻も早く実現してください。

２０２１年７月２０日 あり方検討会第５回での委員発言

外皮の断熱について、ZEHを超えたHEAT20 G2・G3の設定は必須だと思う。検討会で何度もお話させて頂いてい
るが、完全にスルーされている。なぜスルーするのか。合理的な理由があるのであれば教えて頂きたい。国交
省のスタンスということであれば、それはいったい何なのかということは教えて頂きたい。

鳥取県では欧米基準の断熱基準を設定しており、高い断熱基準を導入する家が増えている。国としても誘導基
準を段階的に引き上げるのではなく、真に高い基準を一刻も早く策定することを明記頂きたい。

反対意見が続出し、座⻑一任が見送られる異常事態に！
一方で賛成の委員も多数
多くが2020年適合義務化見送りでも「素晴らしい」と絶賛

えっこれって
どうゆうこと？

座⻑一任拒否って
前代未聞だけど？



https://www.s-housing.jp/archives/238980

• 洋上風力は大きな可能性をもつが、日本で本格的に拡大するのは2030年以降の見込み
• メガソーラーを展開する余地も平地が少ない日本では少なくなっている
• 直近で拡大余地が大きいのは、「住宅・建築物に設置する太陽光発電」と「農地での営農型太陽光発電」の２つ
• 太陽光は2030年までという限られた時間内に、迅速かつ安価に大量の再エネを導入するために確率された技術
• 太陽光の導入ポテンシャルは再エネ全体の６割超、経済性を考慮しても約４割弱と非常に大きい
• 住宅・建築物への太陽光設置義務化は、このポテンシャルを実現する上で必要不可欠な政策
• 太陽光発電の初期コストは12〜15年で回収でき、以後は経済メリットを享受し続けることができる
• 日本の住宅の水準を引き上げることは、ヒートショックなど健康問題の解決にもつながる
• 事業者側だけでなく、もっと住宅消費者の側を向いた政策が必要
• 今回は義務化を見送りとしても、2025年（遅くとも2030年）には義務化と決めた上で、環境を整備すべき
• 太陽光義務化は2020年1月からカリフォルニア州で導入済。京都でも21年04月から説明義務化されている。
• 新築が減少する中、太陽光義務化は急務 関係者は受け身ではなく攻めの姿勢を。
• 住宅は将来の分散型エネルギーシステムに不可欠という展望により、住宅産業の新しい発展を見出すべき

あり方検討会委員からも太陽光の設置義務化への意見が出ているが、素案では取り上げられていない



７月２０日の乱
役所の腹案がひっくり返される

前代未聞の事態は
なぜ起きたのか？



日本の住まいのあるべき姿を
日本中を回って追いかける
メディアもいくつかあった

太陽光発電は京都府・東京都
勇気のある地方自治体が日本全体をリードした

検討会の委員が
役所のいいなりではなく

意識的に情報交換し話し合った

住宅を景気対策のネタではなく
国⺠生活の基盤として考える

政治家がいらっしゃった断熱は鳥取県

７月２０日の乱はなぜ起きたのか？



えっ「平均でZEH」って
省エネ20%(=BEI0.8)だけ？

太陽光抜き？
それって意味あるの？

74再エネTF21/07/27



2030年日本全体で

26%削減 7%減 28%減 39%減40%減

産業部門 運輸部門 家庭部門
（住宅）

業務部門
（建築物）

4.29億トン 2.25億トン 2.79億トン 2.01億トン

2013年
CO2排出量

(全12.35億トン)

2030年日本全体で

46%削減

2013年からの削減率

2019年実績
（全体で15.9%減）

17.0%減 8.2%減 18.8%減 23.3%減

2030年旧目標
NDC26%

2030年新目標
NDC46%

住宅は断熱・設備・再エネの成熟した対策が揃う最も有利な部門 率先してカーボンニュートラルへ！

断熱による暖冷房の「負荷削減」
設備による「省エネ」 太陽光による「再エネ」
三種の神器が全て使え、かつ技術が完成している

家庭部門はカーボンニュートラル達成が最も容易！

2019年削減実績でも家庭部門はトップ！

2050年新目標
2050年日本全体で

脱炭素
住宅は他分野よりも高いCO2削減実績 さらなる削減目標を設定すべき

2050年に先行して単体でのカーボンニュートラル実現を目指そう！

産業・運輸部門のカーボンニュートラルの実現は困難
劇的な新しい技術革新が依然として必要であり

電力系統低炭素化の恩恵も必要

66%減50%減

エネ基素案でも最も高い削減目標を設定！

38%減37%減

75
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⼾建 2876万⼾ 共同2335万⼾に
それぞれ6kW/2kWの太陽光を

設置した場合の最大ポテンシャル
容量2.2億kW 発電量2600億kWh

最大
太陽光発電(10kW未満) 線：容量(万kW) 棒：発電量(億kWh/年)

電気

都市
ガス
LPG

灯油

住宅のエネルギー消費
2019年 約5328億kWh

再エネを
どこまで
増やす？

エネ消費を
どこまで
減らす？

エネ消費

再エネ＝エネ消費となれば
外部要因によらず

カーボンニュートラルが達成可能

2050年 住宅単体でカーボンニュートラルを達成するためには「再エネ」と「省エネ」がどこまで必要か？

現状での太陽光容量増加は
年間で80万kW程度

2020年度容量1240万kW
最大ポテンシャルの6%

経産省2030年目標900万kWは
2016年度に達成済

（屋根載せの目標が低すぎる）

2050 2050 2019

出典：固定価格買取制度 情報公表用ウェブサイト EDMCエネルギー・経済統計要覧2021
太陽光の設備利用率13.7% 容量あたりｎ年間発電量 1200kWh/kW

住宅単体での2050年CN達成は実現可能 ただし省エネ（断熱✕設備）と再エネ導入をできる限り行う必要

（家電込）

再エネTF21/07/27



望ましい
2050年

再エネ中心社会
日本の脱炭素化

エネ基（素案）の省エネ３４％達成のためには
新築では断熱・設備・太陽光の全てで
できることを猛スピードで取り組む姿勢が不可欠！

１次エネ削減率新築目標引上げ
省エネ性能表示義務化
断熱等級５適合義務化

戸建新築でZEH義務化
断熱等級６適合義務化

国民みんなが
健康快適

新築への
太陽光設置を
早期に義務化

買替サイクルが
早い設備

蓄電池/EVは
後回しでOK

石炭火力依存

不健康不快
光熱費負担大

省エネ基準
即時適合義務化

断熱等級４
即時適合義務化

断熱等級５
早期適合義務化

断熱等級６
標準化

2035

2040

2045

2030

2025

現状

住宅ストックのZEH率25%

住宅ストックのZEH率50%

住宅ストックのZEH率75%

エアコン・給湯機の
LEDの高効率化は十分

普及・更新が課題

既築や共同住宅への
太陽光設置を

推進

太陽光発電高効率設備断熱 × ＋

77住宅ストックの
100%がエネルギー自立！

省エネ・再エネの「目標引き上げ」と、義務化を含む「実効性のある普及策」が絶対に必要

再エネTF21/07/27
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太陽光発電の新設出⼒目標値（経産省案）

⼾建(万kW) 共同(万kW) 既築(万kW) 新築⼾建搭載率実績 新築⼾建搭載率（目標）

(万kW)

新築⼾建

新築共同

既築

導入済

合計

1,014kW

273kW

769kW

400kW

2,455kW
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16％
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太陽光発電の新設出⼒目標値（2030年ZEH原則義務化）

⼾建(万kW) 共同(万kW) 既築(万kW) 新築⼾建搭載率実績 新築⼾建搭載率（目標）

(万kW)

16％

90％

新築⼾建

新築共同

既築

導入済

合計

1,257kW
356kW
769kW
400kW

2,782kW
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太陽光発電の新設出⼒目標値（2025年ZEH原則義務化）

⼾建(万kW) 共同(万kW) 既築(万kW) 新築⼾建搭載率実績 新築⼾建搭載率（目標）

(万kW)

16%

90％

新築⼾建

新築共同

既築

導入済

合計

1,600kW
560kW
769kW
400kW

3,329kW

78太陽光の早期普及がストック合計を増やす
• 2030年までの住宅用太陽光の累積を予測

• 2012年までの累積済容量 400万kW
• 既築は2020年の導入量の半分が続くと仮定
• 戸建5kW 共同2kW 着工件数は検討会国交省想定

• 2013～2030年の合計容量
• ①現状維持 約2000万kW
• ②2030年60%なら2,455万kW
• ③2030年ZEH原則義務化(90%)なら2,782万kW
• ④2025年ZEH原則義務化(90%)なら3,329万kW

着工戸数が減少する中、太陽光設置義務化は早いほど合計が増加 新築では2025年の早期義務化が必要

③2030年原則義務化 2,782万kW

④2025年原則義務化 3,329万kW

①設置率現状維持 約2000万kW

②2030年60%目標
2,455万kW

再エネTF21/07/27



太陽光はみんなの責任で
みんなでがんばります

屋根載せ太陽光なんて
絶対引き受けませんよ
予算も人もないのに

責任だけ押し付けられたら
たまらんですわ

エネ庁さん環境省さんよろしく

屋根載せ太陽光は
やっぱり建築のプロである

国交省さんに
がんばってもらわないと

あ、予算と人は渡しませんよ
念のため

国交省も経産省も全然
話を聞いて

くれないんだよね・・・
NDC46%の目標も

教えてもらってないし・・・

79

「みんなで責任」＝「みんなで無責任」＝「みんなで失敗」 担当省庁を明確に！

再エネTF21/07/27



80

太陽光発電の搭載は、建築の構造や各種規制にも
関係するので「建築全般に関わる課題」

将来の屋根置き太陽光発電リフォームを考えると、
後載せを想定した新築の屋根荷重の基準改正が必要。

（瓦、スレート、金属屋根などもう少し細かく基準化）
施主が太陽光で懸念するのは雨漏りと耐震

さらなる普及には総合的な建築政策が不可欠
建築本体に絡む複雑な問題なので、

建築のプロでないと実質的な推進は困難

建築への太陽光の搭載は構造や規制にも関係する「建築の課題」
設備の省エネも頭打ちとなる中、

太陽光発電などの再エネ活用は不可欠
建築に太陽光発電を載せた場合は、

少なくとも自家消費分は「建築の省エネ」に認めるべき
売電分も議論の余地あり

建築の太陽光搭載は重要課題「省庁の谷間」に落っこちずに普及が進む建て付けが必要
主体となる省庁に「責任」と「評価」を一体として預けるべき

再エネTF21/07/27



7月27日再エネTF第13回における河野太郎行革大臣の発言
今日の議論を聞いていて、国土交通省はカーボンニュートラルというのがどれだけ大変なのかということ
を全く理解していないと感じた。言葉遊びをしてても、日本の2050年のカーボンニュートラルは到底達成
できないという認識を国交省も共有すべき。
断熱・省エネ・太陽がセットのZEHをどう普及させるかの議論をやっていたのに、国交省が１人だけZEHの
定義を変えましたと喜んでいる場合ではない。
太陽光の屋根載せについても、本当にバックキャスティングをやっているのか。普及を早く前倒しするほ
ど、効果が相当出てくる。2030年に６割という数字で本当にいいのかと、多くの人が思ったはず。当然ど
こかで義務化するという議論になる。
住宅の太陽光の話を国交省が責任を持たないで、どこが責任を持つというのか。少なくとも住宅の話をし
ているときに、最後の責任を国交省が持つという責任感を住宅局にちゃんと持ってもらわないと、2030年
のCO2削減46％の達成は到底おぼつかない。
国交省の置かれているのは崖っ縁という状況をしっかり認識して、何をやらなければいけないのかという
ことを真剣に考えていただきたい。

どっひゃ〜 今までは家＝景気対策の政治家ばっかりだったのに〜
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21/06/03
あり方検討会

4回目
あり方・進め方

（素案）

21/08/10
あり方検討会

第６回
あり方・進め方

（最終案）

21/07/20
あり方検討会

第５回
あり方・進め方

（案）

21/06/28
再エネTF
第11回

21/02/24
再エネTF

第5回

21/07/27
再エネTF
第13回目

日本の家は寒い！
省エネも再エネも

全然ダメだ！
2050年から

バックキャスト！

2030年目標
太陽光抜きの

平均ZEH

バックキャストが
全然できていない！

もう一度やり直しだ！

2030年目標
太陽光抜きの

平均ZEHのまま

言葉遊びを
やっている場合か？

ちゃんと責任を持て！

ああ、もう仕方ない・・・
国交省さん

そろそろ潮時では？
断熱も省エネも太陽光も

しっかり責任とってくださいね

2021年のはじめに住宅省エネの話は「１ミリもなかった」 いろいろ揉めて流れが変わった？
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なんでウチだけ
こんな目に・・・

トホホ
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脱炭素あり方検討会で決まったこと

断熱等級４＋１次エネ等級４
2025年度に適合義務化

（2024年度に住宅ローン減税要件）

遅くとも2030年度までに
「ZEHレベル」の

断熱等級５＋１次エネ等級６
適合義務化

新築戸建の６割に太陽光発電



第６次エネルギー基本計画 https://www.meti.go.jp/press/2021/10/20211022005/20211022005-3.pdf



86

建物の断熱性能

断熱等級２ 断熱等級３ 断熱等級４

旧基準
(1980)

新基準
(1992)

次世代基準
(1999)

ZEH Ready

＋太陽光発電

ネットゼロエネ

ZEH

建築物省エネ法
一次エネ等級４

断熱のみ規定・設備効率不問・任意

省エネ性能

一次エネ等級４

一次エネ等級４
から10%削減

一次エネ等級６
から20%削減

BEI 0.9 ★★★

BEI 0.8 ★★★★★

BEI 1.0 ★★

通年で差し引き
ゼロエネ

オールシーズン
ゼロエネ

2025年 等級４義務化 → 2030年 ZEHの断熱・省エネ義務化 → その先は？

2030年
新築戸建の６割に設置目標

断熱等級５

一次エネ等級６

一次エネ等級５
1999年制定の断熱等級４に

2012(？)年頃の標準設備を設置した場合の
１次エネルギー消費量が「基準値」

当該建物の「設計値」＜「基準値」
となれば一次エネルギー消費量等級４

2025年に適合義務化

断熱等級６ 断熱等級７

2022/10 性能表示制度に新設建築物省エネ法
誘導基準

建築物省エネ法
義務基準

おそくとも2030年までに
適合義務化予定

ZEHを超えた
断熱・省エネ・再エネ

その先は？















https://www.meti.go.jp/shingikai/enecho/shoene_shinene/sho_energy/pdf/037_s02_00.pdf



新築でも断熱が義務でないので
寒くて暖房にエネルギーを大量に消費する

低断熱な家が多い

新築でも省エネが義務でないので
暖冷房・給湯・照明などにエネルギーが

たくさん必要な増エネ住宅が多い

「冬寒く夏暑い」「電気代が高い」のは住宅の断熱・省エネ性能が足りないから！

日本未だに断熱・省エネの基準の適合義務化がされていない！

2020年 2025年
省エネ基準
適合義務化
のはずが

無期延期に

省エネ基準
適合義務化

1980年 1999年
断熱等級４はじめての

断熱基準
断熱等級２ ずっと任意基準のまま！

最低限の断熱・省エネさえ
備えていない住宅が

普通に建てられている
もちろん太陽光も載ってない！

断熱・１次エネ
等級４が

ようやく義務化！

94

1992年
断熱等級３



省エネの義務化が
世界中で進む
ニッポンだけ

いつまでも任意基準

省エネ基準適合義務化
本来2020年を勝手に無期延期

いろいろ揉めて
2025年から開始予定に

省エネ義務化の
スタートラインに立つための

建築物省エネ法改正案
2022年06月に国会で成立

俺って本気出せば
スゴイんだけど

⾊々と準備が多くて〜

20年以上前の断熱と設備
超低レベルだけど

まずは義務化のスタートラインに
立つことに意味があるよね

ZEHレベルの
断熱・省エネ

「遅くとも」2030年に
適合義務化

脱炭素の真のゴールは
日本のどこでも誰もが

電気代の心配なく
健康快適に暮らせること

ゼロエネルギー住宅ZEHの
断熱とか省エネとか
一見すごそうだけど
全然大したことない
あくまで通過点！

ニッポンは今ここ！

今時こんなの
できない業者

絶対いないよね

住宅の新築着工数が急減する中で
省エネ基準を直ちに義務化し

大急ぎでレベルアップしなければ
国⺠の暮らしはお先真っ暗！

国がやれって言うなら
もちろんやるよ？
でも言わないから
やらないのさ！

クソッ今まで
サボり抜いてきた

ツケがきついぜ・・・
ゴールは果てしなく

遠いが頑張るぞ・・・

省エネ20%だけ
ZEH太陽光抜き

なんて
今でも余裕じゃん

そこから脱炭素社会の実現に向けて省エネ・再エネ普及のスピードアップを！

2025年から日本のすべての住宅で最低限の省エネがついに義務化





省エネ・太陽光が全国に広がるかは
東京都の取り組み次第

勝手にコケられるとみんなが困る





https://www.kankyo.metro.tokyo.lg.jp/climate/solar_portal/program.files/factsheet.pdf



https://www.kankyo.metro.tokyo.lg.jp/climate/solar_portal/program.files/leaflet.pdf



東京都の太陽光設置義務化を正しく理解しよう
個人に設置義務はない！ 義務は大手ハウスメーカーに！ 条件の良い家だけでOK！

2kW × 85% 5kW × 1/3≒

85%の家に載せる必要なし! 条件のよい1/3の家に載せれば十分！



詳細な検討に基づいた容量であり、決して過大ではない！





太陽光の義務化に向けて
東京都は一生懸命
がんばっています

へっ 良くこんなコスト試算
発表できますね～

責任持てるんですか～
結局これって努力義務と
変わらないですよね～





太陽光のペイバック計算シート 公開中！
https://docs.google.com/spreadsheets/d/1PkW91wW0qRFQ4bSGcvp0-lTyjRZVQuzo/edit?usp=sharing&ouid=106816208404128852965&rtpof=true&sd=true

パワコンなどの耐久性に不安がある → １５年程度で交換が必要ですが、交換費はペイします



コスト試算で自治体もメディアも困っている
太陽光発電の採算を計算できる

信頼できるWEBアプリ
実績集計サイトが必要では？





https://www.kankyo.metro.tokyo.lg.jp/basic/conference/council/joureikentoukai.files/kentoukai0801_02_1_kekka.pdf



https://www.meti.go.jp/shingikai/enecho/shoene_shinene/sho_energy/pdf/037_02_00.pdf



https://www.meti.go.jp/shingikai/enecho/shoene_shinene/sho_energy/pdf/037_02_00.pdf



https://www.tokyo-np.co.jp/article/211534



国は大きな流れを
（おくばせながら）

整えつつある

地方自治体

太陽光をビジネスにしている人

市⺠団体

これからの主役は
地域に住んでいる人たちに

近い立場の存在



「太陽光発電はケシカラン」
嫌いな人がいう「問題」は

本当なのか？



https://www.kankyo.metro.tokyo.lg.jp/climate/solar_portal/program.files/factsheet.pdf





新建ハウジング 「太陽光発電の疑問を解消」ホワイトペーパー
https://www.s-housing.jp/wp-content/uploads/2022/10/shinkenpress_WP.pdf



https://www.jpea.gr.jp/house/



https://www.jpea.gr.jp/wp-content/uploads/JPEA_HOME_CHIRASHI.pdf



• 初期費用が高額である → 初期コストの工夫は⾊々できます タダ載せのPPA・リースもあります

• 「元がとれる」説明ができない → 略算ツールも使えますが、１０年程度でペイバック

• 太陽光パネルの耐久性に不安がある → 今のパネルは非常に⻑寿命です

• パワコンなどの耐久性に不安がある → １５年程度で交換が必要ですが、交換費はペイします

• 雨漏りの原因になる → 新築でほぼゼロ 雨漏りしても瑕疵担保保険でカバーされます

• 火事の原因になる・火事になった場合に消火できない → デマです ご安心ください

• 使用済パネルの処分方法に不安がある → 改善に向けた取り組みが進んでいます

• 製造過程での有害物質やCO２排出に不安がある → 製造時のCO2は１〜２年で元が取れます

• メーカーが日本企業ではない → 国内でパネルの組み立てをやっている会社もあります

• シリコン・パネル製造時の人権問題に不安がある → 解決に向けて動き始めています

太陽光発電をめぐるFAQ



https://sites.google.com/view/pv-factcheck/



雨漏りの原因になる
日本住宅保証検査機構(JIO)

2008年12月から2020年06月の期間にJIOが受けた
「新築住宅瑕疵保険」の約100万件



雨漏りの原因になる→新築でほぼゼロ 雨漏りしても瑕疵担保保険でカバーされます
日本住宅保証検査機構(JIO)

2008年12月から2020年06月の期間にJIOが受けた
「新築住宅瑕疵保険」の約100万件 太陽光が原因の雨漏りはたった２件！



標準施工で雨漏りしたことは１度もありません！



太陽光は火事の元？ 火事になったら火も消せない？



太陽光が原因の火事は10年でたった13件！



感電しない噴霧状の放水は全ポンプ車に標準搭載



消火した後はパネルに遮光シートを載せて発電を防止！



「太陽光があろうとなかろうと我々は必ず消火します！」



使用済パネルの処分方法に不安がある → 改善に向けた取り組みが進んでいます



ガラスとシートをキレイに分離するホットナイフ方式



あっという間にガラスとシートがキレイに剥ける！



キャパは十分なんでパネルどんどん持ってきて下さい！



東北大学
白鳥先生

PV Cycle
小野様

太陽光パネルの最終廃棄は大丈夫か？



EUのやり方に基づいたリサイクル体制を構築中



廃棄パネルの適正な処理を最後までキッチリ！
「効率的な回収体制」と「リサイクル費用の前払い」がカギ



経済的で確実な最終処理に向けた実証事業開始！





太陽光が2年程度で
元がとれるという結論が

１０年前に出ている

もう研究している人も
少ないのが現状

製造過程での有害物質やCO２排出に不安がある → 製造時のCO2は１〜２年で元が取れます



メーカーが日本企業ではない→国内でも作ってます







シリコン・パネル製造時の人権問題に不安がある → 解決に向けて動き始めています





• 初期費用が高額である → 初期コストの工夫は⾊々できます タダ載せのPPA・リースもあります

• 「元がとれる」説明ができない → 略算ツールも使えますが、１０年程度でペイバック

• 太陽光パネルの耐久性に不安がある → 今のパネルは非常に⻑寿命です

• パワコンなどの耐久性に不安がある → １５年程度で交換が必要ですが、交換費はペイします

• 雨漏りの原因になる → 新築でほぼゼロ 雨漏りしても瑕疵担保保険でカバーされます

• 火事の原因になる・火事になった場合に消火できない → デマです ご安心ください

• 使用済パネルの処分方法に不安がある → 改善に向けた取り組みが進んでいます

• 製造過程での有害物質やCO２排出に不安がある → 製造時のCO2は１〜２年で元が取れます

• メーカーが日本企業ではない → 国内でパネルの組み立てをやっている会社もあります

• シリコン・パネル製造時の人権問題に不安がある → 解決に向けて動き始めています

先のアンケートへのご回答









太陽光発電には
みんなが健康快適な暮らしを

電気代も安心でおくれる
他で代えがたい

大きなメリットがある！

太陽光発電の課題は
すでに多くがクリアされているし

廃棄などの課題も
みんなの努力で早々に

解決される目途がたっている



• 初期費用が高額である → 初期コストの工夫は⾊々できます タダ載せのPPA・リースもあります

• 「元がとれる」説明ができない → 略算ツールも使えますが、１０年程度でペイバック

• 太陽光パネルの耐久性に不安がある → 今のパネルは非常に⻑寿命です

• パワコンなどの耐久性に不安がある → １５年程度で交換が必要ですが、交換費はペイします

• 雨漏りの原因になる → 新築でほぼゼロ 雨漏りしても瑕疵担保保険でカバーされます

• 火事の原因になる・火事になった場合に消火できない → デマです ご安心ください

• 使用済パネルの処分方法に不安がある → 改善に向けた取り組みが進んでいます

• 製造過程での有害物質やCO２排出に不安がある → 製造時のCO2は１〜２年で元が取れます

• メーカーが日本企業ではない → 国内でパネルの組み立てをやっている会社もあります

• シリコン・パネル製造時の人権問題に不安がある → 解決に向けて動き始めています

太陽光発電をめぐるFAQ



• 初期費用が高額である → 初期コストの工夫は⾊々できます タダ載せのPPA・リースもあります

• 「元がとれる」説明ができない → 略算ツールも使えますが、１０年程度でペイバック

• 太陽光パネルの耐久性に不安がある → 今のパネルは非常に⻑寿命です

• パワコンなどの耐久性に不安がある → １５年程度で交換が必要ですが、交換費はペイします

• 雨漏りの原因になる → 新築でほぼゼロ 雨漏りしても瑕疵担保保険でカバーされます

• 火事の原因になる・火事になった場合に消火できない → デマです ご安心ください

• 使用済パネルの処分方法に不安がある → 改善に向けた取り組みが進んでいます

• 製造過程での有害物質やCO２排出に不安がある → 製造時のCO2は１〜２年で元が取れます

• メーカーが日本企業ではない → 国内でパネルの組み立てをやっている会社もあります

• シリコン・パネル製造時の人権問題に不安がある → 解決に向けて動き始めています

太陽光発電をめぐるFAQ



太陽光発電のシステム価格の
多くは国内の仕事につながります

輸入燃料も大きく減るので
日本の内需に貢献できます





https://www.nikkei.com/article/DGXZQOGN06CL00W2A600C2000000/



https://news.mit.edu/2018/explaining-dropping-solar-cost-1120



https://criepi.denken.or.jp/jp/serc/discussion/download/22007dp.pdf



https://www.iea.org/reports/solar-pv-global-supply-chains















Total production costs for mono PERC c-Si solar components by input, 2022



• 初期費用が高額である → 初期コストの工夫は⾊々できます タダ載せのPPA・リースもあります

• 「元がとれる」説明ができない → 略算ツールも使えますが、１０年程度でペイバック

• 太陽光パネルの耐久性に不安がある → 今のパネルは非常に⻑寿命です

• パワコンなどの耐久性に不安がある → １５年程度で交換が必要ですが、交換費はペイします

• 雨漏りの原因になる → 新築でほぼゼロ 雨漏りしても瑕疵担保保険でカバーされます

• 火事の原因になる・火事になった場合に消火できない → デマです ご安心ください

• 使用済パネルの処分方法に不安がある → 改善に向けた取り組みが進んでいます

• 製造過程での有害物質やCO２排出に不安がある → 製造時のCO2は１〜２年で元が取れます

• メーカーが日本企業ではない → 国内でパネルの組み立てをやっている会社もあります

• シリコン・パネル製造時の人権問題に不安がある → 解決に向けて動き始めています

太陽光発電をめぐるFAQ



ESG投資 世界経済の
分断

デカップリング

世界のお金の流れが大きく変わっている
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実績の把握 ポテンシャルの
明確化

目標の設定

目標を達成する
合理的な
対策立案

進捗確認と
改善

当たり前の政策立案・運用はちゃんと行われているのか？
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1682021年実績
4.5kW

×
297万⼾

現2030年目標？
4.5kW？

×
372万⼾？

レポート2030
4.0kW

×
500万⼾

JPEA目標
4.5kW?

×
545万⼾?

ポテンシャル
4.5kW？

×
3,896万⼾？

環境省③
4.5kW？

×
2,480万⼾?

● 容量[GW]
■ 発電量[億kWh/年]

実績：https://www.enecho.meti.go.jp/category/saving_and_new/saiene/kaitori/
2030年目標 環境省：https://www.jpea.gr.jp/wp-content/uploads/sympo39_s1_doc1.pdf
環境省ポテンシャル・シナリオ：https://www.renewable-energy-potential.env.go.jp/RenewableEnergy/dat/report/r01/r01_end-mat01.pdf
JPEA目標：https://www.meti.go.jp/shingikai/enecho/denryoku_gas/saisei_kano/pdf/026_05_00.pdf
レポート2030：https://green-recovery-japan.org/ エネルギー消費量：EDMCエネルギー・経済統計要覧

住宅屋根載せの太陽光発電 「実績」「ポテンシャル」「目標」
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平成 30 年住宅・土地統計調査
https://www.stat.go.jp/data/jyutaku/2018/pdf/g_gaiyou.pdf

一⼾建て
2870万⼾

空家率 13.6%

共同住宅
2334万⼾

住⼾数（2018年）
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1702021年実績
4.5kW

×
297万⼾

● 容量[GW]
■ 発電量[億kWh/年]

実績：https://www.enecho.meti.go.jp/category/saving_and_new/saiene/kaitori/
2030年目標 環境省：https://www.jpea.gr.jp/wp-content/uploads/sympo39_s1_doc1.pdf
環境省ポテンシャル・シナリオ：https://www.renewable-energy-potential.env.go.jp/RenewableEnergy/dat/report/r01/r01_end-mat01.pdf
JPEA目標：https://www.meti.go.jp/shingikai/enecho/denryoku_gas/saisei_kano/pdf/026_05_00.pdf
レポート2030：https://green-recovery-japan.org/ エネルギー消費量：EDMCエネルギー・経済統計要覧

住宅屋根載せの太陽光発電 「実績」「ポテンシャル」「目標」
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脱炭素あり方検討会で決まったこと

断熱等級４＋１次エネ等級４
2025年度に適合義務化

（2024年度に住宅ローン減税要件）

遅くとも2030年度までに
「ZEHレベル」の

断熱等級５＋１次エネ等級６
適合義務化

新築戸建の６割に太陽光発電



https://www.jpea.gr.jp/wp-content/uploads/sympo39_s1_doc1.pdf



https://www.jpea.gr.jp/wp-content/uploads/sympo39_s1_doc1.pdf
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1742021年実績
4.5kW

×
297万⼾

● 容量[GW]
■ 発電量[億kWh/年]

実績：https://www.enecho.meti.go.jp/category/saving_and_new/saiene/kaitori/
2030年目標 環境省：https://www.jpea.gr.jp/wp-content/uploads/sympo39_s1_doc1.pdf
環境省ポテンシャル・シナリオ：https://www.renewable-energy-potential.env.go.jp/RenewableEnergy/dat/report/r01/r01_end-mat01.pdf
JPEA目標：https://www.meti.go.jp/shingikai/enecho/denryoku_gas/saisei_kano/pdf/026_05_00.pdf
レポート2030：https://green-recovery-japan.org/ エネルギー消費量：EDMCエネルギー・経済統計要覧

住宅屋根載せの太陽光発電 「実績」「ポテンシャル」「目標」
現2030年目標？

4.5kW？
×

372万⼾？

現状の毎年＋１５万⼾に対し
「2030年新築６割」の追加目標は
意味があったのか？



https://www.renewable-energy-potential.env.go.jp/RenewableEnergy/dat/report/r01/r01_end-mat01.pdf

うち住宅用等太陽光
シナリオ①3,815万kW
シナリオ②6,943万kW
シナリオ③11,160万kW

うち住宅用等太陽光
シナリオ①471億kWh
シナリオ②858億kWh
シナリオ③1,373億kWh



https://www.renewable-energy-potential.env.go.jp/RenewableEnergy/dat/report/r01/r01_end-mat01.pdf



177https://www.renewable-energy-potential.env.go.jp/RenewableEnergy/doc/gaiyou3.pdf



178https://www.renewable-energy-potential.env.go.jp/RenewableEnergy/doc/gaiyou3.pdf



179https://www.renewable-energy-potential.env.go.jp/RenewableEnergy/doc/gaiyou3.pdf
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1802021年実績
4.5kW

×
297万⼾

現2030年目標？
4.5kW？

×
372万⼾？

ポテンシャル
4.5kW？

×
3,896万⼾？

● 容量[GW]
■ 発電量[億kWh/年]

実績：https://www.enecho.meti.go.jp/category/saving_and_new/saiene/kaitori/
2030年目標 環境省：https://www.jpea.gr.jp/wp-content/uploads/sympo39_s1_doc1.pdf
環境省ポテンシャル・シナリオ：https://www.renewable-energy-potential.env.go.jp/RenewableEnergy/dat/report/r01/r01_end-mat01.pdf
JPEA目標：https://www.meti.go.jp/shingikai/enecho/denryoku_gas/saisei_kano/pdf/026_05_00.pdf
レポート2030：https://green-recovery-japan.org/ エネルギー消費量：EDMCエネルギー・経済統計要覧

住宅屋根載せの太陽光発電 「実績」「ポテンシャル」「目標」

発電量≒消費電力量にするには
ポテンシャルを目一杯
活用する必要がある
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置
容

量
(1
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h未
満

)
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]

1812021年実績
4.5kW

×
297万⼾

現2030年目標？
4.5kW？

×
372万⼾？

レポート2030
4.0kW

×
500万⼾

JPEA目標
4.5kW?

×
545万⼾?

ポテンシャル
4.5kW？

×
3,896万⼾？

環境省③
4.5kW？

×
2,480万⼾?

● 容量[GW]
■ 発電量[億kWh/年]

実績：https://www.enecho.meti.go.jp/category/saving_and_new/saiene/kaitori/
2030年目標 環境省：https://www.jpea.gr.jp/wp-content/uploads/sympo39_s1_doc1.pdf
環境省ポテンシャル・シナリオ：https://www.renewable-energy-potential.env.go.jp/RenewableEnergy/dat/report/r01/r01_end-mat01.pdf
JPEA目標：https://www.meti.go.jp/shingikai/enecho/denryoku_gas/saisei_kano/pdf/026_05_00.pdf
レポート2030：https://green-recovery-japan.org/ エネルギー消費量：EDMCエネルギー・経済統計要覧

住宅屋根載せの太陽光発電 「実績」「ポテンシャル」「目標」

目標は十分か？
どうすれば

実現するのか？



https://www.enecho.meti.go.jp/committee/council/basic_policy_subcommittee/2022/050/050_004.pdf



https://www.meti.go.jp/shingikai/enecho/denryoku_gas/saisei_kano/pdf/026_05_00.pdf



https://www.meti.go.jp/shingikai/enecho/denryoku_gas/saisei_kano/pdf/026_05_00.pdf



https://www.meti.go.jp/shingikai/enecho/denryoku_gas/saisei_kano/pdf/026_05_00.pdf



https://www.meti.go.jp/shingikai/enecho/denryoku_gas/saisei_kano/pdf/026_05_00.pdf
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1872021年実績
4.5kW

×
297万⼾

現2030年目標？
4.5kW？

×
372万⼾？

レポート2030
4.0kW

×
500万⼾

JPEA目標
4.5kW?

×
545万⼾?

ポテンシャル
4.5kW？

×
3,896万⼾？

環境省③
4.5kW？

×
2,480万⼾?

● 容量[GW]
■ 発電量[億kWh/年]

住宅屋根載せの太陽光発電 「実績」「ポテンシャル」「目標」

屋根載せ太陽光で住宅の消費電力量を大概まかなうには、ポテンシャル分を目一杯活用する必要がある
数を稼ぐ（新築は100%・既存後載せも大再現）×容量拡大 が不可欠 ちゃんとした目標策定・進捗管理も不可欠
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実績の把握 ポテンシャルの
明確化

目標の設定

目標を達成する
合理的な
対策立案

進捗確認と
改善

当たり前の政策立案・運用はちゃんと行われているのか？



住宅屋根載せ太陽光発電の普及策について
東京大学工学部建築学科 准教授 前

住宅屋根載せ太陽光発電の特徴
• いわゆる「メガソーラー」と「屋根載せ」は全く違う
• 設置場所を新たに用意する必要がない
• 自家消費分は電力系統を利用しないので、託送料金・賦課金・税金の負担がない「タダの電気」が使えユーザーメリット大
• 昼間沸き上げエコキュートや蓄電池により自家消費の割合拡大が容易に可能 停電時のレジリエンス強化にも

直近の経緯
• 「大規模」「訪販」に偏重した普及策 → FIT買取価格低減で「儲からない」 新築住宅への搭載率は低調なまま
• 2021年 再エネTF → 脱炭素あり方検討会 → 第６次エネルギー基本計画
• 「2030年 新築⼾建の６割に太陽光設置」「2050年 導入が合理的な建物への太陽光設置が一般的に」
• 2022年 東京都・川崎市で設置義務化に向けた政策が進捗 一方で懐疑的な意見もネットを中心的に根強い

普及における課題と解決策の模索
• 最新の事実に基づかない情報の氾濫・放置 → 屋根載せのメリット・最新情報の収集・公開が重要

• ほとんどの懸念は合理的に解消可能 残る課題は「部材の輸入依存」 「ウイグル問題」
• 初期コストを負担する住宅施主への情報提示が不足 → 販売業者以外の中立的な算出ツールが必要

• 導入ポテンシャル・普及の目標・ 普及進捗がクリアに示されていない → 統一的な情報提示が必要
• 既築住宅への後載せは大事だが耐震性能の確保などが必要 やはり新築に大容量を目一杯のせる必要

• 普及にともなう課題の抽出と改善を行う主体が不明 → 責任省庁は国交省？ 経産省？
• なにより、「太陽光をビジネスにしている人たち」の主体的な努力が不可欠

屋根載せに限らず太陽光発電の普及は、「再エネの普及を主たるビジネスとする人たち」の努力次第と考えます
先進的な自治体やメディア・団体と連携した「主体的な取り組み」を期待します
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実績の把握 ポテンシャルの
明確化

目標の設定

目標を達成する
合理的な
対策立案

進捗確認と
改善

当たり前の政策立案・運用はちゃんと行われているのか？



国は大きな流れを
（おくばせながら）

整えつつある

地方自治体

太陽光をビジネスにしている人

市⺠団体

これからの主役は
地域に住んでいる人たちに

近い立場の存在



補助金は手っ取り早いが
格差を拡大しツケを残す

断熱や太陽光は
ペイするので

金融でサポート特定の時期に特定の条件で
家を買った人だけが恩恵を受ける

補助金が出るとメーカーは
コスト削減努力をすぐサボる

月々の電気代を減らす
断熱・省エネ・太陽光を

反映した住宅ローン

性能を考慮した
住宅価格の査定

高性能中古住宅の市場整備

補助金は専任スタッフがいて
工期が短いハウスメーカーが

使ってしまう

なにより
次世代にツケを残す！



太陽光をビジネスにしている人たちの奮起を！

太陽光の普及に向けた課題はいっぱいあります
事実の提供 信頼できる

コスト試算
絶え間ない

改善
目標明確化
進捗管理



https://sites.google.com/view/pv-message/


